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大会準備委員会企画 ワ
ー ク シ ョ ッ プ

子 ど も の r か ら だ 』 を 育 て る 一保 謝 こ生 か す遊 び の 契 ff一

【ウークシ 翁ッ プ主 旨】
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　本ワr ク シ ョ ッ プは、日本保育学会企画シ ンポジウム 1

「子 ど もの 『か らだ』 の 問題 とそ の 対策 亅 と関連 ・連動

させ て 企画 して い る。今回 は、 「子 どもの 『か らだ』 を

育て る
一
保育 に生か す遊び の 実践

一
亅 と題 して、子 ども

の
“
か らだ

”
と

“
こ こ ろ

”
を は ぐくむ 『触れ合 い 遊び』

を中心 に 、保育 現 場 の 第
一線で 活躍 して い る指 導 者 が集

い．実 際 に 参加 者 や 園 児 に遊びの 指 導を展 開 す る。その

中 で 、活 動 す る喜 び、みん な で 触れ 合 う喜 び、考 え る喜

び、で きた ・伸び た 喜 び を体 験 しな が
．
ら、

“
か らだ

”
と

“
こ こ ろ

”
の 動き を 体感する v さらに、明日に繋が る具

体的な保育指導へ の 「導入」 及び 「展開方法」 を学ぶ機

会を提供す る こ とを ね らCiとする。

　 今 回の 親 子 参加 に よ る地域 交流 を 目指 す ワ
ーク シ ョ ッ

プは、日本保育学会と して 初めて の賦み で あ る．日本保

育学会会員 の みな らず、保育所 や 幼稚園の 先生 方、保 護

者 の 方 々 、子 ども達 に も拓 かれ た ワ
ー

ク シ ョ ッ プを 目指

し、明 日か らの 生活 ・保育に 生か す こ との で き る実際 的 ・

実 践 的 な 企 画 を創 造 す る。

　第 1部で は、学会会場 （神戸親和女子大学）近くの 小

部東小学校 に おい て 、　 r全体会A ・B ・C 』
・r分科会

（4 つ の遊び ユ
ー

ナ
ー

）』 に分れるこ とによ り、それぞ

れの プロ グラム 毎 にあそびの 実技
・
実践指導を受けなが

ら、体験学習を し て い く。

　第 2 部 で は、先 の ．「保 育に生 かすあそ びの 実跂」 を 踏

ま え、 「子 ど もの 遊 びと指 導 者の 姿勢 につ い て」 をテー

マ と して 、1 ）園 児指導の 立場か ら、保育所や 幼稚園 等

の 保育現 場で 子 ど もの 遊 び指導を して き た 園長先生、2 ）

小学校指導の 立場から、幼稚園と小学校
一

貫の遊び指導

を取 リ組 ん で き た小 学 校 の 校 長 先生、3 ）指 導 者 養 成 の

立場か ら保育現 場で の 実 践を続 けな が ら、保育士 や 幼稚

園教諭等の保育者養成校で教育と研 究に携わ っ て き た大

学教授の 3 つ の 立場から話題提供を して もらい、子 ども

の 遊び に つ い て の 重要性と同時 に、保育者 を含む指導者

の専門性とその 姿勢の 在り方を中心 に rメ ッ セ
ー

ジ ・タ

イム （講話 ）』 を設 け る。

　第 3 部で は、フ ロ ア の参加者か ら r質疑 ・応答』 を受

けた 後、最後 にそ れ ぞれの 指導者か らコ メ ン トを述 べ て

も らい ．本ワーク シ ョ ッ プを ま とめ て い く予定で あ る 。

博 嗣 　 （兵 庫教育大学）

光弘
’

（西南学院大 学）

桂
一

郎 （大阪信愛女 学院短期大学）

【ワ
ーク シ ョ ッ プ概翼とタイム テ

ー
ブル 】

●主催 ：　 日本保育学 会
：
第 57 回大会実行委員会

● 日 蒔 ：　 2004 年 （平成 16 年） 5 月 16 日 （日）

　　　　　　　AM 　 9 時 20 分 〜 11 時 30 分

●場 所 ：　 神 戸 市立　小 部 東 小 学校 体 育 館

● 対象 ：　 保 育学会会員、一
般 参加 者

　 　 　 　 　 （保讃者同 伴の 園児 ・保育所保 育士 ・
幼稚 園教諭 等）

● タイ ムテ
ーブル ：
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【ワーク シ H ッ プで の指導者の プ ロ グ ラ ム 内容】

　 今 回 の ワ
ーク シ ョ ラプの 実 技 ・実践 指 導で 紹 介 した 子

どもの 遊びは、保育所 ・幼 稚園 ・小学校 ・児 童 福祉施設

等 の 保 育な らびに教育現 場 で 生 まれ 育 っ た もの で あ り、

そ れ ぞれ の 指導 者 は、保 育者 養成 に 関 わ りな が ら、実 際

に 保育現 場に お い て 園児 達を 直接指導 し て い る 実践 研究

家で ある。

　 特に、故水谷英三 先生 （元 甲南女子 大学教授）らを中

心 に園 児の遊び と して開 発 した 『サーキ ッ ト遊び』 ・

　『パ ラバ ル ーン遊び』 ・『ア ヒル ホ ッ ケー遊び』 ・『ピ

タ ッ チ遊び』 等は、今回 学会 開催地 の 神 戸 と 関係 が 深 い

こ とが あ げ られ、今回参加 して い る指導者の 中に は、若

き日に、その 開発と指導法の確立に 貢献 して きたメ ンバ ー

も含 まれ て い る。こ れ らの 幼児 の 運 動遊び は 1970 年

代 に 神 戸 市長 田 区 に あ っ た 「ち とせ 幼 稚 園J で 生 まれ、

その 後、神 戸 YMCA ち とせ幼 稚 園 と して須 磨 区 へ の移 転

を き っ か け に全国 に先駆 けた幼 児 の 運 動遊 び モ デ ル幼 稚

園 と して 、そ の 役割を 果た した。そ の 後、関 西の 園長先

生 らが 中 心 とな り‘ 幼 児体育振 興 会 （代表 ： 神 戸 大学 名

誉教授 故高橋省己 先 生）を設 立 し、関 西の み な らず全 国

各地や 海外 に も普及振興 して き た 経緯が あ る 。

　 現在で は、ウエ ルネス （代表 1 片山喜章）、トータル

フ ィ ッ トネス （代表 ： 喜多村明 ）、フ ィ
ール ドオ ブユ ウ

（代表 ：越智正篤）等の幼 児 の 運動遊びの指 導 者 組 織に

枝分 かれ して、次世 代 の指 導 者 を育 成 しな が ら、神 戸で

は、自川台幼 稚園
・
鈴蘭台幼 稚園

・
須磨浦幼 稚園

・
胃谷

愛児園
・
頌栄保育園

・
はっ と保育園など、大阪で は、日

吉幼稚園 ・中浜幼稚園 ・熊野幼稚園 ・安井幼稚園 ・箕面

自由学園 幼 稚園 ・育徳 園 な ど に そ の 願 い が 受 け 継 が れ、

保育に生 か した運 動遊びの 指導を確立 しな が ら展 開して

い る。

　 こ の ワ
ー

ク シ ョ ッ プの 全 体会で は 、ゲ ス ト指導者とし

て、地 元 関西か らは、昔、NHK の 『お母 さん とい っ しょ 』
・

『地球 は ドン 』 な どで 活躍 した お 兄さん 約の 米田 和正 が

設 立 し た 「み ん な元 気ジ ム 」 の 幼 児 の リズ ム 体操の 第一

人 者 山 田美 紀 子 とそ の メ ンバ ーらが オープニ ング にお い

て 、オ リジ ナル の 体操を紹介する。

　 ま た、米 谷光 弘 ・水野 豊 三
・越 智 正 篤 ・原 田 健 次 がそ

れ ぞれ の 立 場 か ら、幼児 独 自の 遊 びと して 親 しま れ て い

るパ ラバ ルーン遊 び と親子 体操を 中心 に、導入 段階か ら

展開 して い く指導法 に つ い て の 実践的 研究の 成果を発表

する。

　さ ら に、関東か らは、以 前、同 じ くNHK の 体操の お兄

さん 役で あ っ た 瀬 戸 口清 文 と彼 が 設 立 した 「日本遊 育 研

究所」 の メ ン バ ー
らが、エ ンデ ィ ン グの 体操を指導す る 。

そ して 、分 科会に おい て も
“
身近な 累材

”
を使っ た遊びを紹

介する。

　他の分 科会で は、九州 か らは 「日本学校同 志会幼児体

育部会」 で 活躍 して い る 鐘 ヶ 江淳
一・口 野 隆史が

“
ボー

ル
IP

を使 っ た遊 び、ま た 、片山喜章 ・原 田健次 と 「ウエ

ル ネス1 の メ ンバ ー等が
tt
フ
ープ

e一
や

“
プレイリング

”

な ど、更 に、喜 多村明 ・島田 敏 起と 「トータル フ ィ ッ ト

ネス 」 の メ ンバ ー等が
“
マ ッ ト

”
な どの 遊び を中心 に、

日頃の 保 育現場 で の 実 践指 導 の 成 果を紹介する b

　模 範 演 技 と して 、　 『サーキ ッ ト遊 び』 と 仲間づ く りの

た めの 『何 も使 わ な い 遊 び』 を 中心 に、園児 を対 象 に し

た模範 演技 を公 開する 予 定で あ る （敬称 略 ）。

※ Slma．tit，＿iguat321ww
鰍

【ワ
ー

ク シ ョ ッ プB 力 者 リ ス ト】

馬場　桂
一

郎 （大阪信愛女学院短期大学 ・教授 ）

原田　健次　　（京都文教短期大学） ・非常勤講 師）

鐘ヶ 江　淳
一

（近畿大学九州短期 大 学 ・助 教授 ）

片山　畧 章

喜多村　明

口野　隆史

水谷 豊 三

越智　正篤

瀬戸口 渭文

島田　敏起

嶋 崎 博嗣
高 光　 正 明

山田 美紀 子

米 谷　 光 弘

（神 戸 親和 女子大 学
・
非常勤講師）

（聖和大学 ・非常勤講師）

（精華女子 短期 大学 ・非 常勤講 師 ）

（日吉幼稚園
・
園長）

（須磨浦学園・非常勤講師）

（大妻女子 大学 ・助 教 授 ）

（常磐 会短期 大学 ・非 常勤 講師）

（兵 庫 教 育 大学 ・助 教授 〉

（六 甲 山小学 校 ・校 長 ）

（夙 川 女 学院 短 期 大 学 ・非常勤講師）

（西 南 学院大 学
・
教授）

　　　　　　　　　　　　　 〈ABC 順 〉

【ワ ーク シ ョ ッ プ 協力者 に よるポス タ ー掲示】

　ワ
ークシ ョ ッ プ協力 者とそ の グル

ー
プの 実践 活 動 の 様

子や実践的研究 による指導の 成果 をポス ター掲 示 す る 予

定で ある。

　A ，日本遊育研究所 ： 山田 ・都築 ・沢井

　B．日本学校同志会 ： ロ 野 ・鐘ヶ 江

　C．ウエ ル ネ ス ：片 山 ・原 田

　D，卜一タ ル フ ィ ッ トネス ：喜多村
・
島田

　E ・み んな 元 気 ジ ム ：米田
・
山田

　F．フ ィ
ール ドオ ブユ ウ ：越智

　G 日吉幼稚園 ：水谷

　H．は っ と保育園 ： 片山

　L 鈴蘭 台幼 稚 園 ：喜 多村

J，頌栄 保 育 園 ： 越智

　K，須 磨 浦学 園 ：米谷 ・越 智

　L．神戸 市小学校体育研 究会 ： 高光

　M，世界の 子 ど もの 遊び ： 馬 場

N．少数民族の子 どもの 遊び ：米 谷

O．野外活動で の 子 どもの 遊び ：嶋崎

（105）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


